
新
居
浜
市
職
労
は
６
月
20

日
～
毎
年
恒
例
「
婦
人
部
年

代
別
懇
談
会
」
を
実
施
中
で

６
月
は
役
員
も
含
め
52
人
が

参
加
。
こ
の
懇
談
会
は
一
般

職
女
性
を
採
用
年
度
ご
と
５

～
８
人
ぐ
ら
い
に
区
切
り
、

「
職
場
、
家
庭
、
ち
ょ
っ
と

し
た
疑
問
」
な
ど
、
何
で
も

し
ゃ
べ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

昼
休
み
の
短
時
間
で
す
が
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
同
期
・
同

年
代
の
女
性
職
員
が
顔
を
あ

わ
せ
、
「
忙
し
そ
う
な
ね
ぇ

…
職
場
ど
ん
な
？
残
業
ど
ん

な
？
休
み
取
れ
る
？
」
と
話

が
弾
み
ま
す
。
今
年
「
育
休

代
替
正
規
６
人
配
置
」
実
現

は
、
婦
人
部
活
動
の
自
信
に

つ
な
が
っ
て
い
て
、
「
懇
談

会
を
地
道
に
続
け
、
声
を
出

し
あ
い
言
い
続
け
る
こ
と
が

大
切
」
と
み
ん
な
で
確
認
し

あ
っ
て
い
ま
す
。
会
で
は

「
在
課
２
年
目
、
今
年
新
し

い
部
局
の
担
当
と
な
り
、
な

か
な
か
仕
事
が
前
に
進
ま
な

い
。
育
休
代
替
で
正
規
が
配

置
さ
れ
て
と
て
も
よ
か
っ
た
。

配
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら

ど
う
な
っ
て
い
た
か
…
。
本

当
に
あ
り
が
た
い
」
「
『
ア

ザ
レ
ア
』
（
婦
人
部
ニ
ュ
ー

ス
）
で
見
た
け
ど
、
今
治
市

の
育
児
短
時
間
制
度
が
小
学

校
３
年
生
ま
で
は
す
ご
い
。

県
下
で
１
番
に
『
イ
ク
ボ
ス

宣
言
』
し
た
新
居
浜
で
も
実

現
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声

が
。
組
合
は
「
人
員
問
題
・

総
務
省
資
料
」
「
働
き
方
改

革
」
「
育
休
代
替
正
規
配
置
」

「
介
護
休
暇
制
度
の
改
正
」

の
資
料
を
説
明
し
、
出
さ
れ

た
声
を
『
婦
人
部
要
求
書
』

に
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。
７

月
は
28
日
ま
で
に
10
回
・
約

50
人
が
参
加
予
定
。
長
期
間

の
と
り
く
み
で
大
変
で
す
が
、

「
こ
の
地
道
な
懇
談
会
が
職

場
を
動
か
し
、
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
る
」
と
自
信
を

も
っ
て
臨
ん
で
い
ま
す
。

み
ど
り
苑
職
員
労
働
組
合

（
内
子
町
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
は
６
月
23
日
「
定

期
大
会
」
開
催
し
19
人
が
参

加
。
活
動
経
過
で
「
正
規
職

員
が
職
場
定
数
31
人
を
割
っ

た
場
合
は
退
職
者
同
等
数
以

上
の
正
規
の
採
用
が
確
認
で

き
た
」
「
組
合
で
懇
親
会
を

開
催
し
親
睦
を
深
め
た
」
な

ど
報
告
。
方
針
提
案
で
は

「
優
秀
な
人
材
確
保
」
「
時

間
外
労
働
に
関
す
る
確
認
」

な
ど
の
重
点
課
題
の
と
り
く

み
を
全
員
の
拍
手
で
承
認
。

平
井
委
員
長
が
「
組
合
員
が

増
え
た
こ
と
は
う
れ
し
い
。

次
年
度
の
要
求
前
進
に
結
び

つ
け
て
ほ
し
い
」
と
退
任
あ

い
さ
つ
し
、
坂
本
新
委
員
長

の
『
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
』
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

６
月
10
～
11
日
、
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
青
年
部
「
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
２

０
１
７
in
白
滝
の
里
」
（
高

知
県
大
川
村
）
に
、
新
採
組

合
員
を
含
む
１
０
２
人
が
参

加
。
１
日
目
は
『
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
バ
レ
ー
』
で
レ
ク
交
流
。

集
合
写
真
を
撮
り
、
場
所
を

変
え
『
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
』
で

交
流
。
２
日
目
「
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
企
画
」
で
は
、
①
カ
ヌ
ー
、

②
ピ
ザ
焼
き
、
③
こ
ん
に
ゃ

く
作
り
の
体
験
、
④
早
明
浦

ダ
ム
見
学
を
実
施
。
「
県
外

職
員
と
の
交
流
の
機
会
は
な

い
の
で
楽
し
か
っ
た
」
「
大

人
が
本
気
で
遊
べ
る
企
画
は

い
い
ね
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

６
月
24
日
、
西
条
市
内
で

の
元
周
桑
病
院
分
限
免
職
撤

回
支
援
共
闘
会
議
「
総
会
・

交
流
会
」
に
40
人
が
参
加
。

横
井
支
援
共
闘
議
長
が
「
提

訴
か
ら
６
年
半
。
『
お
か
し

い
こ
と
は
お
か
し
い
』
と
た

た
か
っ
て
き
た
」
、
河
村
弁

護
士
は
「
自
治
労
連
運
動
の

実
践
で
あ
り
、
誇
り
と
権
利

を
守
る
運
動
が
全
国
の
仲
間

を
励
ま
し
た
」
な
ど
報
告
。

原
告
代
表
が
「
私
た
ち
の
想

い
と
訴
え
に
裁
判
所
は
向
き

あ
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
悔
し

さ
は
あ
る
が
、
今
日
を
機
会

に
心
機
一
転
が
ん
ば
っ
て
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

支
援
共
闘
会
議
の
「
活
動
経

過
・
決
算
報
告
」
を
承
認
し

「
支
援
共
闘
会
議
の
解
散
」

を
確
認
。
「
交
流
会
」
で
は
、

原
告
９
人
そ
れ
ぞ
れ
が
気
持

ち
の
こ
も
っ
た
『
想
い
』
を

語
り
ま
し
た
。

（１） 第４８６号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１７年 ７月１５日

第 ４８６ 号

日 程

【７月】
17 県本部女子バレーボール

大会（今治）
21 人勧直前中央行動（東京）

22 県本部定期大会
10時～16時

えひめ共済会館
24 市町保育担当課訪問懇談

（全県～26）
26 周桑病院労組定期大会

新居浜市職労定期大会
27 西条市職労定期大会
28 南予総支部定期総会
29 中国四国ブロック医療介

護交流集会（今治～30）
【８月】
５ 女性部幹事会

保健師部会社福評幹事会
県本部＆四国ブロック

現業夏季交流集会（松山）

上旬 人事院勧告
９ 保育部会幹事会・県子育

て支援課要請懇談（県庁）
千羽鶴を送るつどい

19 県本部拡大執行委員会・
2017人勧学習会

松 山 ６ ０ １ １ ０ ８

新居浜 ０ ０ ０ ０ ０ ０

７
月
１
日
、
県
本
部
軟
式
野
球
大
会

の
決
勝
戦
を
川
之
江
運
動
場
で
実
施
。

新
居
浜
市
職
労
チ
ー
ム
（
写
真
）
と
松

山
市
職
労
チ
ー
ム
が
対
戦
し
、
１
回
表

に
松
山
は
巧
打
と
守
備
の
エ
ラ
ー
も
絡

ん
で
６
点
を
た
た
き
出
す
猛
攻
。
新
居

浜
も
ヒ
ッ
ト
・
長
打
で
チ
ャ
ン
ス
を
つ

く
る
も
得
点
に
は
結
び
つ
か
ず
、
松
山

が
追
加
点
を
奪
い
、
勝
利
し
ま
し
た
。

松
山
は
全
国
大
会
出
場
を
か
け
て
「
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
決
定
戦
」
で
、
高
知
・

南
国
市
職
労
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
す
。

伊予市職労は６月16日「現業評議会定期大会」を開催し調理員・校務員22人が参加し

ました。「活動経過・決算報告」「運動方針・予算」が承認されました。杉之内会長を

再任し、新しく副会長に城戸さん、向井さん、幹事長に山内さん、幹事４人ほか新役員

で今年１年運動をすすめていくこととなりました。現業組合員の親睦を深めるために

『７月15日道後温泉ビアバイキング懇親会』を計画しました。『ランチバイキング』も

秋以降に実施する予定です。

〔公務員をめぐる動き①〕「定年65歳延長へ検討」… 政府は６月28日、国家公務員の定年延長に向けた検討会議を設置。早ければ2019

年度から段階的に65歳まで引き上げることを視野に、対応策の検討を開始した。60歳以上の給与抑制策や定数増の是非、また「役職定

年」を導入し中高年職員の給与を抑える案などが「検討課題」としてあげられている。

〔公務員をめぐる動き②〕「非正規職員の『任用制度』導入へ」… ５月の地方公務員等一部改正により、H32年４月に『会計年度任用職

員制度』が導入される。総務省は６月28日、「特別職非常勤職員（現行地公法３条３項）と臨時的任用職員（現行地公法22条）の任用

要件を厳格化し、会計年度任用職員への移行を図り、期末手当の支給を可能とする」など通知した。

〔『働き方』をめぐる動き〕… 厚労省は６月30日、仕事が原因の精神疾患による2016年度労災認定は498件で、1983年度の調査開始以降

最多だったと発表。職場のパワハラが原因で認定されるケースの増加が目立ち、年代別では20代の増加が目立つ。原因は「人手不足な

のに業務量が増え、働き手にかかる負担が高まる『高圧釜』状態の職場が多く、人間関係がギスギスしている」と分析している。



西
条
市
職
労
は
６
月
29
日

「
青
年
部
賃
金
学
習
会
」
を

開
催
し
新
採
・
先
輩
あ
わ
せ

て
29
人
が
参
加
。
今
年
は
グ

ル
ー
プ
で
サ
ポ
ー
ト
し
、
法

定
控
除
を
学
習
な
ど
新
し
い

試
み
を
取
り
入
れ
、
組
合
か

ら
『
自
治
労
連
共
済
』
や

『
労
金iD

eC
o

』
の
説
明
も

あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
話

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
「
自

分
の
時
給
や
ボ
ー
ナ
ス
を
計

算
し
て
、
仕
事
に
よ
り
前
向

き
に
向
き
あ
う
必
要
が
あ
る

と
感
じ
た
。
い
い
勉
強
の
機

会
に
な
っ
た
」
「
休
暇
を
積

極
的
に
取
得
す
る
よ
う
案
内

が
あ
っ
た
が
、
人
手
が
足
り

な
過
ぎ
て
休
み
を
取
る
余
裕

が
な
い
。
今
の
状
態
だ
と
若

い
人
の
取
得
率
は
変
わ
ら
な

い
」
「
イ
ベ
ン
ト
等
で
土
日

出
勤
の
際
、
半
休
か
一
日
休

扱
い
か
、
案
内
が
な
い
の
で

計
画
が
立
て
づ
ら
い
」
な
ど

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
６
月
11
日

「
新
採
保
育
士
歓
迎
行
事
そ

の
①
」
と
し
て
『
明
日
の
保

育
に
役
立
つ
実
践
講
座
』
を

開
催
し
、
新
採
保
育
士
含
め

24
人
が
参
加
。
講
師
の
永
崎

み
さ
と
さ
ん
が
実
演
し
つ
つ

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
年
齢

に
応
じ
た
絵
本
の
紹
介
や
読

み
聞
か
せ
、
手
遊
び
や
ふ
れ

あ
い
遊
び
を
紹
介
。
手
づ
く

り
教
材
で
は
『
び
っ
く
り
絵

本
』
『
不
思
議
な
家
』
『
変

身
カ
ー
ド
』
な
ど
先
生
が
実

演
す
る
た
び
に
歓
声
が
。
新

聞
紙
で
つ
く
る
『
七
変
化
帽

子
』
に
も
夢
中
で
と
り
く
み
、

最
後
に
「
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
」

を
見
て
、
参
加
者
の
心
の
ほ
っ

こ
り
感
が
会
場
に
満
ち
て
い

ま
し
た
。
「
明
日
か
ら
の
保

育
に
使
え
る
と
て
も
素
敵
な

研
修
で
し
た
」
「
今
ま
で
の

研
修
の
中
で
一
番
よ
か
っ
た

で
す
！
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
６
月
７
日

「
定
期
大
会
」
を
開
催
し
役

員
・
組
合
員
・
来
賓
な
ど
80

人
が
参
加
。
最
初
に
和
氣
委

員
長
が
「
昨
年
の
新
採
職
員

の
一
部
の
代
休
対
応
で
総
務

課
と
協
議
を
重
ね
、
労
働
時

間
へ
の
問
題
意
識
と
な
り

『
イ
ク
ボ
ス
宣
言
』
に
つ
な

が
っ
た
と
思
う
。
市
長
と
管

理
職
が
『
働
き
方
を
変
え
る
』

と
強
い
思
い
で
宣
言
し
て
お

り
、
組
合
も
期
待
を
持
っ
て

改
善
に
つ
な
げ
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
議
事
で
は
、
執
行

部
の
経
過
報
告
と
方
針
提
案

が
満
場
一
致
で
承
認
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
退
任
役
員
か
ら

「
よ
り
良
い
職
場
づ
く
り
に

組
合
は
絶
対
必
要
。
職
場
か

ら
声
を
上
げ
、
さ
ら
に
良
く

な
る
職
場
に
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
、
参
加
し
た
新
採
組

合
員
が
「
仕
事
が
楽
し
い
で

す
」
な
ど
１
人
ひ
と
り
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

６
月
30
日
「
定
期
大
会
」
を

開
催
し
33
人
が
参
加
。
川
口

委
員
長
が
「
労
働
時
間
の
適

正
化
の
流
れ
の
な
か
、
組
合

も
労
基
署
と
の
懇
談
や
タ
イ

ム
カ
ー
ド
導
入
を
要
求
し
て

い
る
。
職
場
を
よ
く
す
る
議

論
の
活
発
な
大
会
に
」
と
あ

い
さ
つ
。
活
動
経
過
で
は

『
新
人
ナ
ー
ス
職
場
ア
ン
ケ
ー

ト
』
『
残
業
申
告
ア
ン
ケ
ー

ト
』
な
ど
組
合
員
の
声
重
視

の
活
動
、
『
新
人
歓
迎
ビ
ー

ル
園
ツ
ア
ー
』
な
ど
交
流
活

動
を
報
告
。
活
動
方
針
で
は

『
夜
勤
専
従
制
度
』
に
つ
い

て
「
よ
り
良
い
勤
務
体
制
に

向
け
た
議
論
を
深
め
る
」
と

提
案
し
承
認
。
最
後
に
退
任

す
る
稲
垣
副
委
員
長
が
「
私

た
ち
の
運
動
は
地
域
医
療
を

守
る
運
動
。
自
信
も
っ
て
活

動
を
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

四
国
中
央
市
職
労
は
６
月

16
日
「
保
育
士
し
ゃ
べ
り
場
」

を
開
催
し
保
育
士
と
組
合
役

員
９
人
が
参
加
。
参
加
者
か

ら
「
育
休
代
替
の
人
員
が
確

保
で
き
な
い
。
仕
事
が
大
変

で
応
募
が
な
い
」
「
残
業
を

全
部
申
告
し
に
く
い
雰
囲
気

が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
。

現
状
を
把
握
し
対
応
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
喜
井
委
員
長
が
「
育

休
代
替
の
正
規
配
置
は
組
合

の
『
夏
季
要
求
書
』
に
盛
り

込
ん
で
い
き
た
い
。
『
保
育

部
会
の
要
求
書
』
も
提
出
し

た
い
。
７
／
24
県
本
部
『
保

育
担
当
課
懇
談
』
に
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
提
起
。
石
川

書
記
長
は
「
保
育
環
境
の
悪

化
を
放
置
し
、
有
為
な
人
材

を
使
い
捨
て
る
労
働
環
境
は
、

雇
用
者
・
労
働
者
の
双
方
に

と
っ
て
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
職
場
。
現
場
の
問
題
を
話

し
あ
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
げ
よ
う
」
と
話
し

ま
し
た
。

今
治
市
職
女
性
部
は
６
月

29
日
「
保
健
師
学
習
会
＆
し
ゃ

べ
り
場
」
を
開
催
し
12
人
が

参
加
。
人
事
課
を
講
師
に

『
医
療
職
給
料
表
』
『
保
健

師
の
標
準
昇
格
』
『
出
産
・

育
児
・
介
護
に
関
す
る
制
度
』
、

『
特
定
事
業
主
行
動
計
画
』

を
も
と
に
育
児
と
介
護
の
両

立
支
援
に
つ
い
て
休
暇
制
度

な
ど
も
学
習
。
学
習
後
「
し
ゃ

べ
り
場
」
で
、
疑
問
や
職
場

状
況
な
ど
を
出
し
あ
い
意
見

交
換
。
「
育
児
の
制
度
は
整

備
さ
れ
て
き
た
の
で
、
次
は

介
護
の
制
度
を
」
「
自
治
体

で
給
料
表
や
昇
格
基
準
が
違

う
の
に
驚
い
た
」
な
ど
の
声

が
。
最
後
に
女
性
部
長
か
ら

「
組
合
で
こ
う
し
た
声
を
理

事
者
に
伝
え
交
渉
し
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
安
心

し
て
働
け
る
職
場
・
労
働
条

件
を
守
る
た
め
に
、
み
な
さ

ん
の
組
合
加
入
を
」
と
よ
び

か
け
ま
し
た
。

■
え
ひ
め
国
体
の
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
の
お
手
伝
い
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
本
大
会
が
不

安
で
す
。

（
西
条
・
川
名
）

■
祖
母
が
白
寿
を
迎
え
ま
し

た
。
年
波
に
病
院
に
お
世
話

に
な
り
な
が
ら
も
、
身
の
回

り
の
こ
と
は
で
き
る
99
歳
で

す
。

（
西
予
・
西
崎
）

■
梅
雨
の
時
期
、
仕
事
は
大

変
で
す
が
、
夏
休
み
に
孫
に

会
え
る
の
を
励
み
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

（
西
条
・
藤
原
）

■
梅
雨
入
り
と
の
報
道
が
あ

り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
雨

が
降
ら
な
い
…
現
場
作
業
は

天
気
で
い
い
の
で
す
が
、
農

家
の
方
た
ち
は
、
大
変
で
は

な
い
か
と
思
う
天
気
で
す
。

（
新
居
浜
清
掃
・
永
易
）

■
西
予
市
も
「
イ
ク
ボ
ス
」

宣
言
し
ま
し
た
。
定
時
退
庁

や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

に
沿
っ
た
働
き
方
の
推
奨
と

の
こ
と
。
愛
媛
版
イ
ク
ボ
ス

『
ひ
め
ボ
ス
』
に
期
待
し
た

い
で
す
。
（
そ
れ
に
し
て
も

今
回
の
お
題
で
、
伊
坂
幸
太

郎
の
小
説
「
ポ
テ
チ
」
を
ま

た
読
み
返
し
た
く
な
り
ま
し

た
。
あ
の
感
動
を
も
う
一
度

…
）

（
西
予
・
山
里
）

■
今
年
は
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

に
初
挑
戦
。
暑
い
季
節
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
堪
え
る
け
ど

無
事
完
走
め
ざ
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
。

（
大
洲
病
院
・
吉
川
）

■
次
男
の
野
球
チ
ー
ム
が
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
忙
し
い
毎
日
で
す
。

（
四
国
中
央
・
大
西
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４８６号 ２０１７年 ７月１５日

■
４
８
４
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
」

で
し
た
。
正
解
は
９
通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

西
崎
み
ど
り
（
西

予
）

日
野

明
美
（
西

条
）

中
野

友
紀
（
伊

予
）

永
易

久
幸(

新
居
浜
清
掃)

大
西

正
浩
（
四
国
中
央
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
８
月
27
日
【
発

表
】
４
８
８
号
（
９
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①○○○○○○は使いよう

④特に決まっていること。⇔不特定

⑦○○○○面、○○○○かぜ、○○○○

ソース

⑧労働基準法第114条「○○○○の支払」

⑨するめを薄く押し伸ばしたもの

【タテのカギ】
①（四字熟語）するだけ無駄。≒馬の耳に

念仏

②いざという時のため大切にとっておいたも

の。奥の手。○○○○○○策

③♪たけやー○○だけ

⑤異端とみなすこと。異端として扱うこと

⑥「複数アカウント」の略

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

漫
画
家
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


